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ALMA Band 6 連続波⾼解像度観測データの解析 (6天体)
モデルfitから、円盤リング(inner & outer)の厚みを議論

ガスリングとの⽐較も開始、外側リングの⽅がダストが⾚道⾯に沈降していることを⽰した
局所的な惑星間相互作⽤の影響・VSI (鉛直シアー不安定性)の半径依存性などを議論

https://arxiv.org/abs/2509.13122
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解析した天体リスト
&
Band 6 連続波画像

Clearなinner & outer ring構造
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リング成分を抜き出してmodel-fit

⾼さ⽅向の光学的厚みをガウス分布で表す経験的⽅法を採⽤
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外側リング：ダストスケールハイトHdが、ダストスケールハイトHgの20%程度
→αz/St <0.01. St=0.01-0.1とすると、αz<10-4 ‒ 10-3 5



内側Hdust⼤, 外側Hdust⼩の理由について議論：

・リング付近の惑星に誘起された⼦午⾯流によるダスト巻き上げ
→円盤アスペクト⽐を考慮すると、⼟星質量程度の惑星? (e.g., Bi et al. 2021)

・⾼傾斜美惑星衝突により⽣じたペブル？

・半径依存の乱流活性化 by VSI (鉛直シアー不安定性)
VSIは熱緩和時間スケールに相関があり、
内側VSI不安定/外側VSI安定な構造を作りうる (e.g., Fukuhara & Okuzumi 2024)
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https://arxiv.org/abs/2509.12898

連星系の⾮対称放射場が円盤の
⼒学進化・化学進化に与える影響を議論した研究

3D-SPH流体⼒学計算で、
円盤温度を計算

円盤の⾓度(0度&30度), ガスダスト質量⽐,
ダスト分布, outburstの有無などが
パラメータ

伴星からの加熱(outburst含む)が
スノーライン位置や
円盤アスペクト⽐に与える影響などを議論
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計算概略
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primaryの
放射のみ

双⽅の放射考慮

温度構造分布
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半径⽅向平均物理分布
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軌道運動に従う密度 & スノーライン位置変化

⽩線: H2Oスノーライン(~130K)
⻘線: NH3スノーライン(~80K)
⿊線: CO2スノーライン(~50K)
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F型星周りのホットジュピター
KELT-7bの近⾚外線
透過スペクトル観測
(トランジット分光)

H2OとCO2のtentative detection

C/O⽐は0.43~0.74
Metallicityは1~16 x solar
(雲の存在等で、
あまり制約できていません)
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3つの異なるpipelineでデータ解析
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得られた透過光スペクトルをリトリーバル解析
→⾦属量 & ⼤気化学組成に制限

上図は平衡化学を仮定した場合のplot 15



VO/SH/H2Sなどのより⾼温で昇華する物質の制約も 16



HSTのデータを組み合わせることで、雲層の制約を⾏い、C/O⽐と⾦属量をより強く制限したい
ただ今回の場合、H-の存在量が不定性に….

波⻑範囲の重なりがないので、H-の有無で
オフセットが制約できない
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